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Abstract Chromosomes (d', 2n, 38 ; n, 19) and sex-chromatin were examined in 
Erebia niphonica JANSON, 1877 from Hokkaido. 
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ジャ ノ メ チ ョ ウ 科 の ベニ ヒ カ ゲ (Erebia niphonica Janson, 1877) は 北海 道 と 本 州 (高山 帯 ) に 分 布 す 
5. 成虫 の 甚 紋 が 変化 に と む の で 各地 の 個体 群 が こ れ ま で た び た び 調査 され , 亜 種 と し て 記載 され た も の も 
多い . また , 両 地 の ベ ニ ヒ カ ゲ は 同種 と され る と と が 多い が , これ ら を 別種 と する 見 解 も ある . し か し この 
よう な べ ベニ ヒ カ ゲ の 染色 体 細胞 学 的 知見 は 意外 に 乏しい . 

日 本 の ベニ ヒ カ ゲ の 最初 の 染色 体調 査 は pg LEssg (1961) に よっ て な され , 雄 の 染色 体 数 が ヵ , ca.19 と 報 
告 さ れ た . この 観察 材料 は 野外 で 採集 され た 成虫 雄 と 推定 され る が , Japon と 記さ れ て いる だ け な の で 採集 
地 の 詳 細 は 不明 の まま に な っ て いる . また 調査 し た 個体 数 及び 中 期 像 数 , 染色 体 像 は 示さ れ て いな い . その 
後 , 北海 道上 土 幌 町 三股 産 雄 の 精 原 細胞 染色 体 (2z, 38), 山形 県 鳥海 山 の 飼 育 雄 の 精 原 細胞 及び 精 母 細胞 
染色 体 (2z, 38; n, 19) が 調べ られ た (斎藤 , 1988 : SArrog, 1989). し か し 北海 道 の べ = ニ ヒ カ ゲ の 精 
母 細胞 染色 体 は これ まで 調べ られ て いな い の で , こと の 報告 で は 北海 道 の 5 産地 の 雄 の 生殖 細胞 染色 体調 
査 結果 を と り ま と め て 述べ , 併せ て 体 細胞 染色 体 及 び 人 性 人 菜 色 質 の 所 見 を 付記 する . 
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材料 と 方 法 

北海 道 稚内 市 宗谷 岬 , 古宇 郡 神恵内 村 , 小樽 市 塩谷 , 札幌 市 手稲 山 及び 日 高 町 日 勝 幅 産 峰 か ら 採 卵 し た . 
室内 で 飼育 し た 老 熟 幼虫 , 遇 の 精巣 を 押し つぶ し 法 (1 % 乳 酸 酢 酸 orcein 液 で 固定 , 染色 ; Table 1, squa- 
shing), パラ フィ ン 切 片 法 (PFA-3 液 固定 , 10gm, Heidenhain の 鉄 haematoxylin 染 色 ; Table 1, section- 
ing) で 処理 後 , 生 殆 細胞 染色 体 を 観察 し た . また , CERÉLLONSORUE CROZIER (1968) の 方 法 で 処理 し , 作製 
標本 を 2 % Giemsa 液 で 25 分 程 染 色 後 , 体 細胞 染色 体 及 び 性 染色 質 の 有無 を 補充 観察 し た . 

母 蝶 の 採集 地 , 生殖 細胞 染色 体 を 調べ た 幼虫 , 上 踊 の 数 , それ ら の 精巣 の 処理 法 及び 調べ た 中 期 像 の 数 は 
Table 1 に まとめ て 示さ れ て いる . この 調査 で は 各個 体 群 の 染色 体 数 の 確定 及び 比較 に 特に 留意 し た . 学名 
は 川副 ・ 若 林 (1976) に 従っ た . 


観察 結果 


Table 1 に 示す 通り 宗谷 岬 及び 手稲 山 の 材料 の 精 原 細胞 分 裂 で 2 ヵ , 38 の 染色 体 が 観察 きれ た (Fig. 1). 
精 母 細胞 で は 全 雄 の 第 1 分 裂 で ヵ , 19 の 染色 体 が 観察 され , また , 日 勝 峠 以外 の 材料 で は ヵ , 19 の 第 2 分 裂 
の 染色 体 が 観察 され た (Figs. 2-7). 各 雄 に は 染色 体 数 の 変異 は 観察 さき されない. 中 期 染色 体 は 写真 に 示さ れ 
る 通り 極 面 観 で は 円 形 , だ 円 形 に みえ る . 所 検 の 範囲 で は 形態 及び 分 裂 時 の 行動 に つい て 特に 注意 を ひく 染 
色 体 は み ら れ て いな い . また この 調査 で は , 各 産 地 の 雄 を 染色 体 細胞 学 的 に 識別 する に は 至っ て いな い . 

脳神経 細胞 染色 体 の 補充 観察 で 雄 の 2z, 38 が 確か め ら れ た (Fig.8: 1 は 二 つ の 染色 体 の 近接 を 示す ). 

し か し 雌 の 染色 体 は 観察 で き な か っ た . 

性 染色 質 は 濃 染 され , 雌 の 核 に 一 つみ られ る (Fig 9 : 1 で 示さ れ て いる ). し か し 雄 の 核 に は み ら れ な 
い (Fig. 10). 


考 z 


Erebia 属 の 日 本 の メン バー は ベニ ヒ カ ゲ 及び クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ (E. ligea LINNAEUS, 1758) で ある が ョ ー 
ロッ パ で は この 属 に 46 種 が 知ら れ て いる . し か も これ ら は 互い に よく 似 て いる の で , 外部 形態 に よる 分 類 
同定 に は 細心 の 注意 が 必要 で ある が , 雄 交尾 器 の 検索 と 共に 染色 体 数 の 確認 は こと これら の 正確 な 同定 に 最も 
役立つ と され る (HiecrNs and HARGREAVES, 1983), 北海 道 と 本 州 の さ ニ ヒ カ ゲ の 分 類 学 的 取り 扱い に は , 
既 述 の 通り 二 つ の 立場 が ある. その 何れ が 当 を を えて いる か の 判断 に は 今後 の 諸 調 査 が 必要 で ある . し か し 
ョ ー ロ ッ パ の 例 か ら 推し て まず 北海 道 , 本 州 両 地 の ベ ニ ヒ カ ゲ の 染色 体 細胞 学 的 知見 を を て お く こ と は は 望 
まし いこ と で あり , か つ 当 然 必要 で ある . この 染色体 調査 で 染色 体 数 の 確認 を 重視 し た の は この た めで あっ 
た 。 

すでに 述べ て ある 結果 か ら , 所 検 の 北海 道 の ベ ニ ヒ カ ゲ 雄 の 染色 体 数 は 一 様 に ヵ 19 (1, II) と 結論 され る . 
また , 本 州 の 材料 で も »,19 (の) で あっ た (Sarrog, 1989). 現時 点 で これ ら の 知見 か ら 判 断 す る と , t 
海道 及び 本 州 の さ ニ ヒ カ ゲ の 染色 体 数 は 同じ で あり , か つ 異 個体 群 間 の 染色 体 数 の 分 化 は 起 っ て いな いと 
考え る の が 妥当 で あろ う . また , DE Lesse (1961) は 調べ た 日 本 産 の 雄 (詳し い 産 地 は 不明 ) の 染色 体 数 を 
当時 確定 で き な か っ た が , これ ら も る 矢 張 り n, 19 の 個体 で あっ た と 思わ れる . Erebia tiet n, 19 
は ベニ ヒ カ ゲ 以外 の 数 種 で も 報告 され て いる (DE LESSE, 1961 : ROBINSON, 1971). 

これ まで 調べ られ て いる Erebia の な か で 日 本 の ベニ ヒ カ ゲ と 同様 な 染色 体 細胞 学 的 所 見 が を られ て いる 
の は ヨー ロッ パ の E. cassioides HOHENWARTH, 1793 で ある . この 種 で は 10 亜 種 の 染色 体 が 調べ られ て い 
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Figs. 1-8. Diploid and haploid chromosome complements of Erebia niphonica JANSON, 
1877 from Hokkaido. 1. 24,38 (Spermatogonial mitosis), Sóya-misaki; 2. n, 
19 (D, Sóya-misaki ; 3. Ditto, Nisshó-tóge ; 4. Ditto, Kamoénai-mura ; 5. 
Ditto, Shioya; 6, Ditto, Mt. Teine; 7. 19 (ID, Mt. Teine; 8. 2n, 38 (Brain 
cell mitosis in a male pupa), Mt. Teine : Arrow indicates that two chromosomes 
are close together. 1-3: Sectioned ; 4-7: Squashed ; 8: Acetic acid- 
dissociated. I: First division ; II: Second division. Scale bar represents ca. 
9 um. 


る が , 何れ も 染色 体 数 は 10 で あっ て 亜 種 レベ ル で の 染色 体 数 の 分 化 は み ら れ て いな い (RoBINSON, 1971), 
な お , 日 本 の クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は 染色 体 は まだ 調べ られ て いな い が , フィ ン ラ ンド の クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ ( 
ge2) は ベニ ヒ カ ゲ に 比べ て 染色 体 数 が は る か に 多く yz, 2909) C 35 5 (FEDERLEY, 1938 ; ROBINSON, 1971). 
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Figs. 9 and 10. Brain cell nuclei in Mt. Teine-pupae of Erebia niphonica. Acetic 
acid-dissociated. 9, Female. Sex-chromatin is distinguished, as indicated by 
arrow ; 10. Male. Sex-chromatin is not observed. Scale bar represents ca. 
9 um. 


EROX 5c BE ESAE BR EO RRT 6 b ovk EBOIEI A DNA KEZADI 
い 十 /ー の タイ プ で あっ た . この 結果 は TRAur und MosBACHER (1968) が 行っ た E. meolans DE PRUNNER, 
1798 の 調査 結果 と 一 致し て お り , 共に 雌 が へ テロ (ZW) の 人 性 染色 体 構成 で ある こと を 示唆 し て いる . 


岳 要 


北海 道 (稚内 市 宗谷 岬 , 古宇 郡 神恵内 村 , 小樽 市 塩谷 , 札幌 市 手稲 山 及び 日 高 町 日 勝 峠 ) の ベニ ヒ カ ゲ 

(Erebia niphonica Janson, 1877) の 幼虫 , また は 虹 雄 の 生殖 細胞 染色 体 を 調べ , 染色 体 数 は 一 様 に ヵ , 19 
(1, I) で ある こと が 確か め ら れ た だ た. また , 2z, 38 る 観察 され た (Table 1, Figs. 1 -7). 形態 及び 分 裂 時 の 
行動 に つい て 特に 注意 を ひく 染色 体 は み ら れ な い . 


Table 1. Chromosome counts with male germ-line cells of Erebia niphonica JANSON, 1877 from 
Hokkaido. 





































. . . No. of metaphases examined in : 
Locality No. of specimens| Testis-technique - 
examined used Spermatogonial First division Second division 
mitosis (2, 38) (n, 19) (n, 19) 
Hokkaido : 
e shi) 2 larvae Sectioning (Sec.) 5 50 9 
e 3 larvae Squashing (Sq.) 209 61 
Shioya 
(Otaru-shi) 2 larvae Sq. 35 23 
Mt. Teine 
(Sapporo-shi) 4 larvae Sq. 1 233 85 
Nisshó-tóge 
(Hidaka-ch6) Apupae Sec. 1 



























NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


北海 道産 ペニヒ カ ゲ の 人 染色体 15 


遇 (手稲 山 ) の 脳神経 細胞 で も 2n, 38 (30 が 観察 され た (Fig. 8). 性 染色 質 は 雌 が プラ ス (+), HE 
は マイ ナス (一 ) で あっ て (Figs. 9, 10) 性 染色 体 構成 が 雌 テ ョ (ZW) で ある こと が 示唆 され た . 
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Summary 


Male germ-line chromosomes were examined in five Hokkaido-populations of Erebia niphonica 
Janson, 1877 (Lepidoptera, Satyridae) and an z, 19-karyotype was established for all of them (Figs. 
2-7). The diploid complement of 38 chromosomes was observed in the spermatogonial mitosis (Fig. 
1). The details of chromosome counts were shown in Table 1. Chromosomes which were remarkable 
in shape, or behaviour were not observed in the examined material. The occurrence of 38 diploid 
chromosomes was confirmed also in the brain cell mitosis in a pupal male (Fig. 8). 

Examination of the nuclear sex-chromatin of pupal brain cells proved its presence in the female 
(Fig. 9) and its absence in the male (Fig. 10), respectively. These findings suggest that the female of 
this satyrid is the heterogametic sex (ZW). 
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